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徐々に寒くなってきましたね。とうとう秋も、終わりが見えてきました。

北海道の今年の初雪は、10月7日の稚内市で平年より20日程度早いそうです。

今年は、どんな冬が来るのでしょうか。防寒対策をして、万全の状態で冬を迎えましょう!!!

外装材（防火構造）も認定取得に向け申請中です。実験や各種手続きを終え、認定が降りるのを待つばかりとなり

ました。一般的な外装材と同等程度の下地で施工可能となります。現在、使用が制限されている地域にも施工可能

となりますので乞うご期待！

さらに!! 外装材（防火構造）も申請中！

試験･･･試験･･･さらに試験･･･。体制の整備・各種手続き･･･ 。気が遠くなる開発への日々でした。

そんな日々も、ユーザー様の熱い希望に応えるべく伝統の「ハルキスピリッツ」の元、4年の歳月経て

商品化に成功しました！

念願!! ハルキ開発チーム長年の夢！

北海道 初!! 準不燃･難燃材で国土交通大臣認定を取得しました！

以前よりハルキニュース内でもお知らせしていた、道南杉を用いる内装用の羽目板で

北海道初となる、準不燃･難燃材の国土交通大臣認定を取得しました。

今まで内装制限により使用できなかった場所にも使用が可能になります。

木のぬくもりを感じられる、他とは違った空間づくりにご活用ください！

ココがすごい!! 内装木材の使用範囲が広がります！

カタログも完成!!!

直火を受けても貫通しませんでした!!

各新聞にも取り上げていただきました。
ありがとうございます。

病院や駅など、公共施設にも使えます!

道南杉準不燃・難燃材認定取得！！特報！！
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準不燃処理 表 裏



お問い合わせは、下記または担当の営業まで

本社（森町） 01374-2-5057 ＜e-mail＞ info@mori-haruki.co.jp

函館営業所 0138-66-2177 札幌営業所 011-375-7702

9月17～19日の３日間、東京丸の内仲通りにて「Open MUJI 有楽町」が開催されました。
全国から特色ある屋台が設置され、地域の物産品販売や体験コーナーが設けられました。
南北海道ブースは渡島総合振興局が中心となり、当社や札幌芸術デザイン専門学校等が
協力し、名産・クラフト品販売・木育コーナーなどを設け、多くの人に楽しんで頂きました。
また、ウッドデザイン賞を受賞した今話題?!のハコダケ君がグッズと共に登場し、
会場を盛り上げました。来場者だけでなく、地域同士の繋がりも生まれ、
今後の活動の幅が広がりました。

企画・運営して頂いた皆様、ご参加いただきました皆様、ありがとうございました。

当社の製材工場の新しい建屋が完成しました。建屋面積９９９.８㎡と非常に大型ではありますが、
無垢の道南杉で建てられないか？という新たな挑戦のもと全て自社でプレカット加工できる設計としました。
特徴としては、最大スパン7.28ｍの平行弦トラスをメインの梁として、その梁を受ける柱は３～５本抱き合わ
せにするなど、色々なアイディアで、強度面の弱点を克服しました。
この新工場は、皮むきから製材まで直結させ、作業工程の簡略化を実現し合理的な生産を目指します。

１０月９日（日）第６回目となる木育フェスタが大沼流山牧場パド・ミュゼで開催
されました！今回のテーマは、「森の屋台」。パド・ミュゼのレストランへと
続く道に様々な体験コーナーやマルシェが立ち並びました。フェスタの終盤には、
馬に乗ってのパレードも行われ、盛り上がりをみせました。
今回、札幌方面からも木育マイスターの方々のご協力を頂き、無事終えることができました。
ご協力・ご来場いただきました皆様、ありがとうございました！

９月２５日（日）厚沢部町レクの森にて第２回の木育ミニフェスタが行われました。
午前中は、樹齢600～700年とも言われるヒバ爺さんに会いに森の中を散策しました。
道中、面白い植物の発見がいっぱいで、子どもも大人も目を輝かせていました。
午後からは、草木染め体験や森の喫茶コーナー・木の端材などを使った木工クラフトなど
アットホームな雰囲気で盛りだくさんな内容。最後は楽しい人形劇で幕を閉じました。

編集後記
お久しぶりです。札幌の吉田です。
寒いですね、北海道。。。当初は、10月は
ストーブを着けない予定でしたが、気づい
たら半ばにはもう着けていました･･･。
寒い時は、やっぱり鍋ですよね！ 皆さん
のオススメはどんな鍋ですか～？？ 吉田


